
ＸＲ技術活用研修Ⅰ
１）ＸＲ技術の種類、概要
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



ＸＲとは

 ＸＲ（Cross RealityまたはExtended Reality）とは、現実世界と仮想世界を融合させる技術の

総称である。

 建設現場においても、ＶＲやＡＲ、ＭＲといった技術が、事業説明や施工シミュレーション、計

画協議などの場面で活用され、デジタルツインを含めより３Ｄデータの高度利用を目指している。

ＶＲ ＡＲ ＭＲ



ＶＲ技術：仮想現実

 ＶＲ（Virtual Reality：仮想現実）とは、コンピューターによって創り出された仮想的な空間

などを現実であるかのように疑似体験できる仕組みのことである。ここでは、現地の情報を点群

で取得し、施工する橋梁の施工ステップにあわせて施工の段取りや影響等を確認している。



ＡＲ技術：拡張現実

 ＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）とは、仮想空間の情報やコンテンツを現実世界に重ね合

わせて表示することなどにより、現実を拡張する技術や仕組みのことである。ここでは、現場で

計画された道路の状況を重ね合わせて表示し、計画説明や現地での影響について確認している。



ＭＲ技術：複合現実

 ＭＲ（Mixed Reality：複合現実）とは、現実空間を認識した上で、仮想モデルを重ね合わせて

表示し、新たな空間を見せる仕組みのことである。ここでは、３Ｄコンピューティングの技術で

現実の空間を認識し、将来施工予定の倉庫を重ね合わせた新たな空間を構築し確認している。



メタバースによる設計会議や技術継承

 メタバース（metaverse：メタとユニバースを組合わせた造語）とは、３次元で構成された仮想

空間の中で、自分自身の分身であるアバターを介して自由に動き回り、他者と交流し、様々なこ

とを体験できる仕組みのことである。ここでは、仮想空間に作成した道路事業計画モデルに中国

地方の５県から職員がアクセスして協議し、Ｗｅｂ会議を通じて多くの参加者と共有している。



ＸＲ技術活用研修Ⅰ
２）活用事例
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本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。



活用事例①：ＭＲによるトンネルと地質課題箇所の位置関係確認

 この他の事例については、BIM/CIM活用事例集に掲載している。



活用事例②：ＡＲによる既往成果を活用した現地確認

 この他の事例については、BIM/CIM活用事例集に掲載している。



活用事例③：ＡＲによる使用した地下埋設物・杭・躯体の位置の現地確認

 この他の事例については、BIM/CIM活用事例集に掲載している。



活用事例④：ＭＲによる不可視部分の確認

 この他の事例については、BIM/CIM活用事例集に掲載している。



活用事例⑤：ＡＲによる出来形検査の実施状況

 この他の事例については、BIM/CIM活用事例集に掲載している。



中国インフラＤＸセンターの紹介

 中国地方整備局では、これらのＸＲ技術について体験可能な施設として、中国インフラＤＸセン

ターを開所している。様々なコンテンツを準備しているので、実際に各技術を体験して、その有

効性について確認することが重要である。



これで、

ＸＲ技術活用研修Ⅰの

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


